
2.5 比熱 

①定容変化： 0dv  ⇒ 0W  

1212, uuqduQ  　　              (2.27) 

 比内部比熱は状態量であえるため、 ),( vTuu  の全微分は 
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ここで定容変化においては 0dv であるため、式(2.27)および式(2.28)から 
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となる。したがって定容比熱 vc は 
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②定圧変化： 0dp  

  式(2.22) vdpdhq   より 

1212, hhqdhq  　　  

となり、系に与えられた熱量は比内部エンタルピーの増減に等しい。 
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の関係式から、定容比熱 vc に関して、 
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